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Fukiko Kobayashi 

-driven oral health risk management

Since the mouth has many essential functions in daily life, it is no exaggeration to say 

safety and life expectancy. People are increasingly concerned about oral health, and Japan 
currently has one of the most advanced oral health care systems in the world, supported 
by public health insurance system. However, at the same time, the oral health care system 
of Japan faces many new problems, including an increase in national health expenditures 
and an excessive number of dentists. 

This research clarifi
(individuals who recognize their daily life clearly and practice it proactively) and dentists, 
who are the main stakeholders in the oral health care, from multiple perspectives, namely, 
the oral health care, human life science, and risk science, and through interdisciplinary 
and multi-faceted analyses using different research methods, such as historical 
investigations, analyses of press materials, and interview analyses, to explore potentially 
new ways of managing the oral health care system that would best serve our diverse 

are identified and solutions are proposed.  



service 
greatly affect the shift in the discourse that conflicts between Seikatsusya, dentists, and 



public institutions (the actor of the three factors of the oral health care system) vary 
depending on social conditions, sometimes becoming latent or manifesting itself, and that 
the evaluation of dentists differs between the macro and micro levels. The difference in 

e macro and micro levels 

identification of 
patients of our clinic h are concepts that lead to partnerships. 

Further, the process of establishing trust relationships between them consists of four 



four stages gradually develop with time. The chapter concludes that trust between 
Seikatsusya and dentists built in this way may serve as a driving force for reducing the 
gap between their views on oral health and resolving conflicts. 

 At the macro level, this 
relationship is currently in the midst of the transition from paternalism to cooperation 
while being influenced by the environment surrounding the oral health care system from 
time to time. At the micro level, the Seikatsusya dentist relationship is being fostered in 
this transition through individual communication methods in each case and the process 
of establishing a trust relationship. A Seikatsusya dentist relationship based on mutual 
trust built over a certain amount of time will become the foundation of good oral health 
risk communication. The organization and integration of the above research results 
demonstrate that the gap between Seikatsusya and dentists and its dynamics are largely 
influenced by the trust relationship between the two, and that trust relationships between 
Seikatsusya and dentists develop into long-term dentist patient relationships gradually 
over a certain period of time while being influenced by various factors related to the 
surrounding environment. 



conditions and various conflicts between stakeholders. The introduction of the concept of 
-

greatly contribute to cooperation based on the trust relationship between Seikatsusya and 
their regular dentists as well as the development of lifelong oral health promotion. 
Additional discussions will be necessary for developing an optimal new oral health care 
system through collaboration between Seikatsusya and their regular dentists.
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論文審査及び試験の結果 

国民皆保険制度に支えられたわが国は、歯科医療の社会化が最も進んだ国の

一つとなっている。日本人にとって歯科医療が身近なものであることは、歯科医

療のありようの生活への影響が大きいと同時に、生活のありようが歯科医療に

及ぼす影響もまた小さくはないことを意味する。国民医療費の増大や歯科医師

過剰をはじめ、歯科医療が様々な問題を抱えている現代にあって、歯科医療シス

テム全体の方向性を検討するためには、日常生活と歯科医療との関係、さらには

当事者同士の関係に着目する必要がある。本研究は、歯科医療システムのメイン

ステークホルダーである生活者と歯科医師について、その関係の動態を明らか

にし、現代社会に資するあらたな歯科医療のあり方を探るものである。 

本論文は 9 つの章から構成されている。序章では、研究の背景と先行研究の



レビュー、研究の目的と方法を述べるとともに、歯科医療の特性ならびに生活視

点を含めた主要概念の定義を整理し、研究全体の基本的視座を提示している。第

一章では、生活者と歯科医師へのインタビュー調査をもとに、両者のオーラルヘ

ルス観の異同を抽出し、本論全体の問題の所在を確認している。 

第二章、第三章、第四章では、近代歯科医療についての歴史的検討が行われて

いる。まず第二章では、歯科医療の変遷を客観的に把握するため、史実に基づい

てわが国への近代歯科医療導入後の年表を作成し、時代区分を行うとともに、時

代区分ごとの変遷プロセスを明らかにしている。第三章では、歯科医療をめぐる

世論の推移を明らかにするべく、明治期から近年までの新聞記事を用いて言説

分析を行っている。第四章では、生活者によるオーラルヘルスの実践および歯科

医師による地域歯科医療の実践の様相を把握するため、生活者と歯科医師への

インタビュー調査をもとに、語り手が体験した、第二次世界大戦後のわが国の歯

科医療の推移を記録し、各人の語りを統合し検討している。 

続く第五章では歯科治療忌避感の強い一女性に、さらに第六章では、一人の生

活者/患者とその治療を行う一人の歯科医師、一対一の関係にそれぞれ焦点をあ

て、生活者-歯科医師のあいだの信頼形成の要件とプロセスを検討している。 

第七章では、ここまでの研究の成果をふまえ、「生活者主体口腔リスクマネジ

メント」の概念構築を行っている。終章は本論全体の総括であり、これまでのま

とめとともに、今後の課題が示されている。 

本研究のテーマは今日のわが国における基本的な社会プロセスに着目した有

意義なものである。歯科医療が超高齢社会を迎えて特有の重要性をもつことに

くわえ、医療を中心とする健康維持活動一般を考察するうえでの一つの範型を

提示できる可能性があり、注目に値する。本研究はこうした大きな展望のもとに

構想され、「生活者主体口腔リスクマネジメント」という視点においてそれを具

体化しようとする。 

 この目的を推進するにあたっての方法論の多彩さは本論文を特徴づけるもの

である。多数の基礎文献の精査にもとづく近代歯科医療の歴史的考察、新聞記事

分析にもとづく歯科医療に関する言説の推移の検討、生活者と歯科医師双方に

対するインタビュー調査とその質的分析という三つの方法を併用することによ

り、多角的・複眼的に現状を把握しようとする企てはきわめて野心的で、それぞ

れが質量ともに豊かな情報を調査者にもたらすものとなっている。 

 このように得られた情報を素材として、論文は、わが国の歯科医療システムに

おける生活者-歯科医師関係をめぐる 3 つのギャップ（「生活者と歯科医師のオ

ーラルヘルスに関する認識のギャップ」、「歯科医療システム因子間のエイジン

グのギャップ」、「歯科医師に対する評価のマクロレベルとミクロレベルのギャ



ップ」）ならびに 2つの動態（マクロレベル：格差から均質化さらに再格差化に

至る動態、ミクロレベル：条項変化の影響を受けないかかりつけ関係）を浮かび

上がらせるとともに、生活者-歯科医師関係の分析概念として「信頼」が有効と

なることを明らかにしている。 

 生活者－歯科医師間の信頼形成過程の分析は、小林氏の歯科医師としての豊

かな経験と広汎な文献検討に支えられた説得力のあるもので、交渉の4段階（「相

手を知るための交渉」、「治療のための交渉」、「合意形成のための交渉」、「かかり

つけ」）を区分し信頼形成に関する複数の原理を援用するなど、長期にわたる生

活者・歯科医師関係の推移の分析として魅力あるものとなっている。医療一般に

おける信頼関係を考察する者にとって、大いに参考になるものと思われる。 

 また、「『生活者口腔リスクマネジメント』概念の導入が『生活を支える歯科医

療』という新たな方向に寄与するものとなるであろう」という全体の結論は、予

想された穏当なものであるとはいえ、前述のような詳細かつ多角的な分析に立

脚するものであるだけに十分な説得力をもつものと考えられる。現実に生起し

つつある現象に名称を与えることによって、その現象を力強く促進する効果が

期待されるであろう。 

 なお、歯科医療の一方の当事者を「生活者」と規定することについては先行例

もあり、この領域で確立されたものであることが論文中でも示されているもの

の、小林氏にはその扱いに関する課題が残されている。すなわち、本論により導

かれた知見が生活者の多様性に対応しうるのかどうかについて、さらなる検討

が求められる。医療の領域で患者は常に個別の存在として立ち現れ、それぞれの

世代・年齢・出身地域・社会階層・家族文化・生育歴・既往歴・職歴・同居人・

収入・人生観・健康観などに応じて多様な判断や行動を示すものである。とりわ

け現今の社会状況の急激な変動の中で、比較的斉一と考えられる歯科医療受療

者といえども「生活者」として一括し抽象化することがいつまで可能であり続け

るか、この点に注意を払いつつ本論文のテーマに引き続き取り組んでいくこと

を期待したい。 

本研究で明らかにされた成果は、国際誌 Intelligent Decision Technologies

に 1 本、日本リスクマネジメント学会の学会誌である『危険と管理』に 1本、日

本歯科医療管理学会『日本歯科医療管理学会誌』に 1本、社会・経済システム学

会『社会・経済システム』に 1 本、それぞれ投稿されいずれも採択されており

（すべて査読付き論文）、本学博士課程の学位取得基準を満たしている。3 年間

を通じて、機会あるごとに教員からの指導や助言を柔軟に取り入れ、建設的・積

極的なやり方で研究計画を拡大・深化させていった小林氏の姿勢は特筆に値し、

今後の研究者としての成長を約束するものと考える。 



以上のことから、本論文は放送大学博士（学術）を授与されるに充分な内容を

そなえているものであることを認める。 

以上 


